制定：令和８年４月１日

[bookmark: _Hlk224720355]Nishikanスポーツフェスティバル　認定基準・事務処理要領


新潟市西蒲区スポーツ協会

（趣　旨）
第1条 「Nishikanスポーツフェスティバル（以下、「フェスティバル」という）」は
本来、西蒲区民を対象としたスポーツイベントである。
フェスティバル認定基準を定め、本来の趣旨に基づいたフェスティバルを履行する
とともに、事務処理手順を定めることで適正かつ円滑な運用を推進する。

（認定基準）
第２条　　　申請に基づき認定基準は以下のとおりとする。
（1） 主催団体・主管団体の承認基準
1． 主催団体および主管団体は、新潟市西蒲区スポーツ協会（以下協会という）
加盟団体とする。
2． 新潟市西蒲区スポーツ協会（以下協会という）は共催団体とする。

（2） フェスティバルの承認基準
1． 具体的な事業内容
1 西蒲区民を対象とした競技会または講習会等
2 上記①を基本とし、他市区町村からの参加が可能な競技会または講習会等
イ．特定の宗教もしくは政治のための活動と認められる事業ではないこと
ウ．公共性があり、非営利であること
エ．開催場所が原則として西蒲区内であること
オ．事業要項、事業計画が明確で、主管者の事業遂行能力が十分であること
カ．大会名の前に「Nishikanスポーツフェスティバル」と付すこと
キ．その他協会の方針に反しないもの

（事業申請）
第3条 [bookmark: _Hlk215210895]主管団体は、協会長あてに事業申請書（様式第1号）および事業要項、その他
前回大会資料等の概要が分かる書類を提出し、承諾を受けなければならない。

(事業承認)
第4条 協会は、第３条の申請内容が第２条の承認基準を合致しているかを審査し、
審査後、その可否を申請団体に事業承認通知書（様式第３号）を通知する。

（事業報告）
第5条 主管団体は、当該フェスティバル終了後、事業終了後３０日以内に協会長あて
に事業完了報告書（様式第２号）を提出しなければならない。


（助成金支出）
第6条  第４条の承認後、協会は主管団体へ速やかに助成金を支出する。
支出の際、協会は主管団体による記名・押印による領収書を受ける。

（１）科　目　　　大会等助成金

（２）助成額　　　１団体あたりの助成額（上限）は、年度当初の理事会で決定する。
　　　　　　　　　　対象経費および対象外経費は別表１のとおりとする。

（３）証憑整備　　　主管団体はフェスティバルに係る経費支出の領収証等の証憑を整備
しななければならない。
　　　　　　　　　　その確認のため協会は主管団体に立ち入り、帳簿書類を調査するこ
とができる。その際、不適正処理や証憑紛失等の不正や不備が確認さ
れた場合、助成金の返還を求めることができる。

（助成金返還）
第7条 事業終了後、経費実績が支払われた助成金を下回る場合、主管団体はその差額
を速やかに協会に返金しなければならない。
　　　　　　※助成金余剰金が大会以外に流用されることを防止するため

（事業中止・変更の届出）
第8条 主管団体は申請後に事業の中止が生じた場合、速やかに協会に事業中止届出書
（様式第４号）を提出しなければならない。
  また、事業内容に変更があった場合、協会に連絡の上、第３条の申請書類を再
提出しなければならない。
　　　　　 助成金授受後に中止あるいは承諾基準に至らない著しい内容変更のある場合、
助成金を協会に速やかに返金しなければならない。

（不正行為等による助成対象の除外）
第９条　　 協会は助成金の不正行為等をおこなった団体に対して事業承認を取り消すこと
ができ、助成金の助成対象者から下記表に基づき除外する。
	不正行為等の内容
	除外期間（翌年から）

	不正、怠惰、その他不適正な行為
(事業報告書の未提出含む)
	３年

	助成金を助成事業以外の用途に使用
	１～３年


　　　　　　
第９条２　　その決定は、理事会でおこなう。

（その他）
第１０条　本基準に定めがない必要な事項は、別に会長が定める。

　附　則
　本基準は、令和８年４月１日から施行する。


　＜別表１＞
	対象経費
	[bookmark: _Hlk224133696]謝礼（講師・係員謝金）、旅費交通費（講師等旅費・宿泊費）、施設使用料（会場費）、消耗品費（事務用品費、写真代）、印刷費（パンフ代、事前資料印刷代含む）、賃借料（機材レンタル費、レンタカー代）、通信運搬費（通信費、送料）、修繕費（備品の修理費用）、表彰費（メダル、賞状、参加賞）、保険料（損害・傷害保険料）、振込手数料、
飲食費（当日役員及び係員昼食・お茶代、準備会議お茶代）

	対象外経費
	飲酒を伴う費用（事前打合せ・講師費用含む）、
大会備品（消耗品でない機材等）、本事業と関係のない経費



　＜様式の内容＞
	様式
	名称
	手続きの流れ

	様式第１号
	事業申請書
	主管団体　→　協会

	様式第２号
	事業完了報告書
	主管団体　→　協会

	様式第３号
	事業承認可否通知書
	協会　　　→　主管団体

	様式第４号
	事業中止届出
	主管団体　→　協会

	様式第５号
	助成金返還通知書
	協会　　　→　主管団体



　（参考）科目別仕分例
	収支
	項　目
	科　目
	内　容

	収入
	事業収入
	参加料
	大会参加者・チームの参加費

	
	
	物品売上代
	パンフレット等の販売代金

	
	補助金等収入
	補助金
	新潟市からの補助金

	
	
	助成金
	西蒲区スポーツ協会からの助成金

	
	
	協賛金
	企業等からの協賛金、広告収入

	
	その他収入
	雑収入
	利息ほか上記に含まれない少額収入

	
	繰入金
	繰入金
	主管団体本会計からの繰入金

	支出
	対象経費



※証憑整備が対象
証憑不備は対象外
	謝　金
	講師・係員等への謝金

	
	
	旅費交通費
	講師・係員等への交通費・宿泊費各実費

	
	
	施設使用料
	大会会場・事前打合せ会場の使用料

	
	
	消耗品費　
	事務用品、写真代、医薬品、大会消耗品、スポーツドリンク等の大会時に必要なもの

	
	
	印刷費
	コピー代、プログラム作成費

	
	
	賃借料
	機材レンタル費、レンタカー代

	
	
	通信運搬費
	大会関係通信費、送料

	
	
	修繕費
	備品の修理費用

	
	
	表彰費
	表彰に係るメダル・賞状・景品代・参加賞

	
	
	保険料
	大会に係る損害・傷害保険料

	
	
	振込手数料
	振込手数料

	
	
	飲食費
	大会時の弁当・お茶代、事前会議のお茶代

	
	対象外経費
	大会備品費
	長期的使用可能な機材・物品

	
	
	飲食費
	飲酒を伴う費用

	
	
	事業外費用
	本事業と関係のない費用


「Nishikanスポーツフェスティバル」事務手続きの流れ
	No.
	時　期
	手続き内容
	流れ

	(1)
	年度当初
	年度内フェスティバル予定の提出
	団体　⇒　協会事務局

	(2)
	事業開催
1か月前
	事業申請書（様式第1号）、事業要項
その他必要書類の提出
	団体　⇒　協会事務局

	(3)
	(2)提出後
	申請内容の審査、可否決定
	協会事務局

	(4)
	(3)可否決定後
	事業承認(可否)通知（様式第3号）
	協会事務局　⇒　団体

	(5)
	事業実施前
	助成金の支給、受取り
	協会事務局　⇒　団体

	（6）
	事業中止・変更
	事業中止届出（様式第４号）提出
	団体　⇒　協会事務局

	(7)
	事業実施
	－
	団体

	(8)
	事業終了
1ヶ月以内
	事業完了報告書（様式第２号）提出
	団体　⇒　協会事務局

	(9)
	(8)提出後
	事業報告書の内容精査
	協会事務局

	（10）
	(9)で差額金確認
	差額金返還を通知
通知受理後、差額金を返還
	協会事務局　⇒　団体
団体　⇒　協会事務局

	(11)
	(9)で疑義を確認
	内容の再確認、必要証憑の提出指示
	協会事務局　⇒　団体

	(12)
	(9)で妥当と判断
	－
	未通知

	(13)
	(9)で虚偽と判断
	理事会審議承認後、助成金返還通知
（様式第5号）
	協会事務局　⇒　団体

	(14)
	(9)(12)返還通知を受けた時点
	助成金の返還
	団体　⇒　協会事務局




＜事務手続き　基本的なフロー図＞

  　年度当初　　　　     　事業1ヶ月前　　　　　承認通知後　　　　　　　　　　　　　　 事業後1ヶ月以内
    事業予定の提出   　　申請書類等提出　　　　助成金受理　　　　事業実施      事業報告書提出

　　　　　　　　　　　　　　   　審査・承認通知　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精査・再確認・証憑

「差額返還の場合」　　　　　　 「報告が虚偽の場合（証憑不備を含む）」

　　事業報告書の提出　　　差額金返還　　　　　事業報告書の提出　　　　助成金返還     翌年から除外（1～３年）  

　　　　精査・差額金返還通知　　　　　　　　　　　　精査・再確認・証憑確認⇒虚偽等を確認⇒助成金返還通知
[bookmark: _Hlk224716851]








